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本書は，ユリウス・カエサル・スカリゲル（Julius Caesar Scaliger, 1484-1558）の代表的著作であ
る『カルダーノの「精妙さについて」15 巻顕教的演習（Exotericae exercitationum liber quintus decimus 





































































































リナ（Luis de Molina, 1535‐1600）の解答が注目を集めている。それは，物理的世界の現象につい
ての知を「自然知」，神の自由意志についての自覚的な知を「自由知」として，それぞれを「予知」
と「後続知」として特徴づける。そして，人間の自由な行為についての知は，この両者のいずれで
もない「中間知」として措定し，神の予知を認めつつ，人間の自由意志をも担保する戦略が展開さ
れている。 
本書において精査されているスカリゲルの議論は，基本的には、自然哲学の領域における形而上
学的な分析であるが，それが同時代や後代の神学的議論に何らかの影響を与えた可能性は十分に考
えられるかもしれない。本書でも，この点への言及はなされているけれども（pp.68‐70），自然哲
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学における形而上学的な概念装置が自然神学の理論的枠組みと交錯する可能性について，明示的な
リファレンスはなくとも，自然哲学と自然神学との間の理論的／概念的影響関係を見いだしていく
嚆矢に本書はなりうる可能性をもっており，非常に示唆に富む論考となっていると言えるであろう。 
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